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１．研究目的

　バイかご漁業におけるモロトゲアカエビの漁

獲状況を調査し、資源に対する現状の漁獲強度

（目合等）の評価を行い、脱出口付きかごを用

いた資源管理手法の検討を行う。

２．研究方法

　市場調査はＪＦしまね大田支所において、

2007年８月10日及び17日に、試験操業は調査船

明風を使用し、2007年６月１日～９月26日にか

けて、大田市沖～益田市沖合の水深180ｍ～200

ｍで行った。試験操業には、通常使用される９

節目合および９節目合かごに脱出口として内径

25㎜と30㎜の金属製リングをかご側面底部にそ

れぞれ４個、８個、12個取り付けたかご、対照

区として適宜８節、10節のかごを使用した。浸

水時間は20～48時間であった。

３．研究結果

�　市場調査結果

　調査当日の漁獲物の頭胸甲長（以下ＣＬ）組

成を図１に示した。漁獲されたモロトゲアカエ

図１　調査当日の頭胸甲長（CL）組成

ビのＣＬは両調査日とも、27㎜以上が多く、漁

獲の主体は中、大銘柄であった。

�　試験操業結果

　各かごで漁獲されたモロトゲアカエビのＣＬ

組成を図２に示す。30㎜脱出口８個付きおよび

12個付きかごをのぞき、ＣＬ25㎜以下の個体

（図中白色）が占める割合は、９節目合かごと

比較して減少した。大田市沖の漁場における10

節目合かごのＣＬ組成（浸け時間24時間）は、

ＣＬ16～32㎜までの個体が漁獲され、その中心

は25～28㎜であった。

　市場調査における組成（図１）と比較すると、

10節目合いかごの方が、25㎜以下の個体の割合

が高く、バイかご漁業の際には、ＣＬ25㎜以下

の個体の多くは漁獲されず、９節目合かごから

抜けていると考えられた。以上のことから、現

在の操業形態（９節目合かご、浸け時間48時間

以上）がＣＬ25㎜以下の小型個体に与える影響

は大きくないと推察され、現状を維持すること

が望ましいと考えられた。

図２　各かご種類別の頭胸甲長（CL）組成




